
GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会（第８回） 

議事要旨 

 

日時：令和６年 2 月 14 日（水）午前 11 時から 12 時まで 

方法：都庁第一本庁舎 19 階 19B 会議室 

 

1. 開会 

 

2．審議事項 

(1) 規定改正及び制定について 

 事務局職員の異動に伴う会則の改定を行う。また、GRAND CYCLE TOKYO の認知度向

上及び自転車活用の推進を図るため、後援名義等の使用承認に関する事務取扱要領を制定

する。 

(2) 「レインボーライド・マルチスポーツイベント実施計画策定支援及び運営委託」の契約 

案件及び技術審査委員会の設置について 

・令和 6 年度に開催する「レインボーライド・マルチスポーツイベント」に関する実施計画

策定支援及び運営委託に関する業務の発注を行う予定。 

・金額と技術提案の点数を足し合わせ、得点が最も高い事業者が受託する方式である総合評

価方式による発注を行う予定であり、審査のための技術審査委員会を設置する。 

・開催日程は 12 月 1 日（日）を予定。マルチスポーツについては会場をレインボーライド

ゴール地点 1 カ所に集約し、実施していく。 

・その他、事務局運営補助委託及び首都高速道路上の規制等に関する業務を発注する予定。 

(3) その他契約案件について 

・GRAND CYCLE TOKYO HP の管理運営委託、法律相談業務委託、ヘルメットコンテスト

入賞作品制作等の発注を行う予定。 

 

３. 報告事項 

（1）レインボーライド・マルチスポーツの開催実績について 

・11 月 23 日に行ったが、天候にも恵まれ、約 4,500 人の方がレインボーライドに参加し、

またマルチスポーツについても約 1 万 5,000 人が参加するなど、合計 2 万人近い方が来

場され、自転車の魅力等を感じて頂いた。 

・参加者へのアンケートによると、90％以上の方が参加して満足であると回答頂いており



今回のイベントについて良い印象を持って頂くことができた。また、主要メディアやネッ

ト放送局をはじめ 130 件ものメディア露出があり、「レインボーブリッジ封鎖」というワ

ードが旧 Twitter でトレンド入りするなど、注目度の高さを窺わせた。 

(2) 自転車ロードレース・STADIUM FESTA の開催実績について 

・多摩地域での自転車ロードレース「THE ROAD RACE TOKYO TAMA 2023」を昨年 12

月 3 日に開催した。競技種目は、ロードレース（男女）とパラサイクリング・タンデム

タイムトライアル（男女）であり、ロードレースは男子 111 名、女子 23 名、パラサイ

クリング・タンデムタイムトライアルは男子 6 組、女子 3 組が出場した。フィニッシュ

エリアを中心にコース沿道には多くの方が観戦に来られていた。終了後の選手のインタ

ビューでは、沿道の観客の声援が非常に多かったという声が聞かれた。 

・前日の 12 月 2 日には、味の素スタジアム特設コースで都民が参加できるチャレンジレ

ース in 味スタを開催した。レースに参加するのが初めてという方も多く参加していた

だき、事故もなく安全に開催された。アンケートではロードレース、チャレンジレース

共に 90％以上が満足との回答があった。 

・また、12 月 2 日（土）、3 日（日）に味の素スタジアムで STADIUM FESTA を開催し

た。2 日間で合計 1 万 3,000 人以上の方に来場いただき、好天の中、盛況に開催するこ

とができた。コンコースでは多摩地域や島しょ地域の皆さまにご協力頂き、各自治体の

独自の魅力あるコンテンツをご提供頂いた。この STADIUM FESTA も 90％以上の高い

満足度をアンケートで頂いている。 

(3) 令和 6 年度予算案について 

・都の令和 6 年度予算案について事務局から説明。令和６年度はレインボーライド・ 

 マルチスポーツを開催する一方で、自転車ロードレースについては準備期間と位置づ 

 け、次回は令和７年度に開催予定。令和６年度の予算案としては約 11 億円を見込んで

いる。 

(4) 契約関連について 

・今年度の契約「事務局運営補助業務委託」及び「首都高交通規制広報業務委託」におい

て委託業務量が変動したことにより減額変更を実施。 

 

４. その他 

・レインボーライドの外国人参加者対応については、イベント当日の英語での案内やホーム

ページでの英語の情報発信などを行った。今後もインバウンド獲得に向けた海外への PR

を行うよう委員から発言があった。 



・「THE ROAD RACE TOKYO TAMA 2023」について、他のロードレースと比較して距離

が短く、平坦なコースであったため、スピード勝負となり実力差が出にくい印象であった

という意見が競技関係者からあった。 

委員からは、否定的な意見も含めて、頂いた意見を次の大会にどうやって反映させていく

かを検討してほしい、またこの大会を海外からも注目されるような大会にしていきたい

という意見があった。 

 

５. 閉会 


